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◆
百
年
が
単
位
の 

 
 

 
 
 

一
世
紀
。
今
か
ら 

 
 

 
 
 

百
年
前
と
は
ど
ん 

 

 
 
 

な
時
代
だ
っ
た
の 

 
 
 

か
、
い
く
つ
か
資 

料
を
あ
た
っ
て
み
ま
し

た
。
一
九
〇
七
年
は
明
治

四
十
年
、
そ
れ
ま
で
の
多

良
木
高
等
小
学
校
が
尋
常

高
等
小
学
校
に
改
称
さ
れ

て
い
ま
す
◆
〇
一
年
に
八

代
側
か
ら
始
ま
っ
た
肥
薩

線
の
工
事
は
〇
八
年
に
人

吉
に
到
達
し
ま
し
た
か

ら
、
〇
七
年
は
最
後
の
仕

上
げ
に
追
わ
れ
て
い
た
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
当
初
、
中

間
駅
は
坂
本
、
白
石
、
一

勝
地
、
渡
の
四
つ
だ
っ
た

と
か
◆
人
吉
出
身
で
当
時

新
潟
高
女
で
教
べ
ん
を

取
っ
て
い
た
犬
童
球
渓
が

「
旅
愁
」
を
作
詞
し
た
の

も
〇
七
年
。
滝
廉
太
郎
の

「
花
」
、
ひ
と
こ
ろ
パ
チ

ン
コ
屋
で
よ
く
聞
い
た

「
軍
艦
行
進
曲
」
が
世
に

出
た
の
も
そ
う
で
し
た
◆

手
前
味
噌
な
が
ら
皆
様
に

新
聞
を
お
届
け
し
て
い
る

弊
店
は
、
祖
父
の
代
に
人

吉
で
九
州
日
日
新
聞
（
熊

日
の
前
身
）
の
販
売
店
を

開
い
た
の
が
ル
ー
ツ
と
古

い
資
料
で
発
見
。
百
年
の

歳
月
と
読
者
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
た
重
み
を
改
め
て

感
じ
ま
す
◆
地
域
の
大
切

な

足
、
肥

薩

線

が

毎

日

黙
々
と
列
車
を
走
ら
せ
、

「
旅

愁
」
や
「
花
」
が

愛

唱
さ
れ
続
け
る
の
と
同
様

「
今
後
も
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
人
吉
、
多
良
木
両

販
売
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続

け
た
い
」
と
従
業
員
一
同

誓 

っ 

て 

い 

ま 

す
。
（
Ｘ
） 

明
治
六
年
イ
ギ
リ
ス
製
の

二
号
蒸
気
機
関
車 

法
制
局
参
事
官 

柳
田
國
男

は
、
明
治
四
十
一
年(

一
九
〇

八)

内
務
省
の
委
託
に
よ
り
、
九

州
地
方
を
行
政
視
察
す
る
。 

「
五
月
下
旬
か
ら
約
三
ヵ
月
に

及
ぶ
長
旅
で
、
内
地
に
お
け
る

私
の
一
番
長
い
旅
行
で
あ
っ
た｣

(

柳
田
『
故
郷
七
十
年
』
一
九
五

九
年)

。
博
多
を
五
月
二
十
八
日

発
ち
、
福
岡
県
各
地
を
視
察

し
、
熊
本
に
入
り
、
菊
池
・
熊

本
・
天
草
を
経
て
、
開
通(

六
月

一
日)

し
た
ば
か
り
の
人
吉
線

(

当
時
の
呼
称)

で
人
吉
に
着

く
。
人
吉
の
宿
は
鍋
屋
で
、
六

月
十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
七

の
計
四
泊
。 

 

彼
は
宿
の
主
人(

富
田
清
作)

か
ら
「
こ
の
奥
の
方
に
那
須
一

族
の
者
が
平
家
を
追
い
つ
め
た

後
、
子
孫
を
残
し
て
去
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
平
家
落
人
伝
説
を
聞
き
、

九
州
山
脈
を
越
え
た
と
こ
ろ
に

あ
る
那
須
山(

椎
葉
村
一
帯
の
呼

称)

に
強
く
惹
か
れ
る
。
そ
れ
か

ら
約
一
ヵ
月
、
鹿
児
島
・
宮
崎

両
県
の
各
地
を
視
察
し
て
廻

り
、
待
望
の
椎
葉
入
り
を
果
た

す
の
で
あ
る
。 

七
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま

で
五
泊
六
日
を
か
け
て
、
村
長

中
瀬
淳(

す
な
お)

の
案
内
で
村
内

を
・
隈
無
く
廻
り
、
帰
京
後
中

瀬
村
長
が
書
き
送
っ
た
狩
猟
文

書
や
狩
猟
・
焼
畑
の
手
記
を
も

と
に
し
て
翌
明
治
四
十
二
年
三

月
『
後
狩
詞
記
』
を
自
家
出
版

（
五
十
部)

し
た
の
で
あ
る
。 

柳
田
国
男
は
後
年
「
今
日
で

は
こ
れ
が
日
本
の
民
俗
学
の
出

発
点
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る 

(

前
掲
書)

と
誇
称
し
て
い
る
が
、

こ
の
処
女
出
版
の
素
因
の
一
つ

が
鍋
屋
投
宿
で
あ
っ
た
と
云
え

な
く
な
い
の
で
あ
る
。
柳
田
国

男
、
満
三
十
三
歳
、
九
十
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

解
説
、
牛
島
盛
光(

熊
本
学
園 

 
 
 
 
 

大
学
・
名
誉
教
授) 

 

（
鍋
屋
さ
ん
よ
り
提
供
し
て

頂
き
ま
し
た
。
） 

人吉市鍛冶屋町・立山商店（茶）さんより提供して

頂きました。客車と貨車時間が掲載された貴重な時刻表 

人吉駅発着時間表と運賃表 

 

堀
田
逓
信
大
臣
の
演
説 

 

今
回
人
吉
・
八
代
間
鉄
道
開
通
式
の
為

に
出
張
し
た
る
に
あ
ら
ず
諸
君
の
既
に
知

ら
る
る
如
く
既
設
の
十
七
会
社
を
買
収
し

て
国
有
と
な
れ
る
後
の
営
業
状
態
は
如
何 

旅
客
其
の
他
貨
物
の
取
扱
い
と
運
搬
の
状

況
は
如
何
等
を
視
察
せ
ん
が
為
に
出
張
し

た
る
な
り
、
た
ま
た
ま
八
代
人
吉
間
の
開

通
式
あ
る
に
接
し
諸
君
と
相
見
ゆ
る
を
得

た
る
は
本
官
の
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
な

り
。
鹿
児
島
方
面
に
全
通
せ
ざ
る
は
最
も

遺
憾
と
す
る
所
な
り
さ
れ
ば
成
る
べ
く
速

や
か
に
之
を
開
通
し
農
工
商
業
の
発
展
を

図
り
地
方
の
発
達
は
勿
論
交
通
機
関
を
完

備
し
国
の
進
歩
を
企
つ
る
は
予
の
最
も
希

望
す
る
所
。
印
字
が
分
か
る
範
囲
で
掲
載
。 

 

球
磨
郡
の
主
催
に
係
る
鉄
道
開
通
祝

賀
会
は
本
日
午
後
一
時
停
車
場
構
内
に

於
い
て
開
催
せ
ら
れ
来
賓
九
百
余
名
。

君
が
代
の
奏
楽
あ
り
、
村
上
県
会
議

長
、
新
聞
記
者
総
代
な
ど
の
祝

辞
演
説
あ
り
後
、
宴
会
を
開
け

り
非
常
の
賑
合
い
な
り
市
内
は

通
行
出
来
ず
到
る
所
太
鼓
踊
り

俄
踊
の
余
興
盛
ん
な
り
。 

蒸気機関車と中央に石倉の機関庫がすでに見え

ること、開通前日の「明治４１年５月３１日」

が捺されています。  （鍋屋さんより提供） 



「もぞか」平成２０年６月１日（日）肥薩線開通記念特別号裏 

宇
内

う

だ

い

の
奇
勝

き
し
ょ
う

球
磨
川

く

ま

が

わ

の 

美
を
集
め
た
る
大
画
幅

だ
い
が
ふ
く 

五
百
重

い

お

え

の
山
の
奥
深
く 

ひ
ら
く
る
御
代

み

よ

の
今
日
こ
こ
に 

 

岩
根

い
わ
ね

を
く
ぐ
る
鉄
道
の 

万
古

ば
ん
こ

の
夢
は
さ
め
は
て
て 

沿
岸
十
余
里
山
水

え
ん
が
ん
じ
ゅ
う
よ
り
さ
ん
す
い

の 

造
花
の
妙

み
ょ
う

を
も
ら
さ
じ
と 

 

雲
の
と
ば
り
に
秘
め
た
る
を 

神
秘
の
扉
破
れ
た
り 

汽
笛
の
声
に
山
霊

さ
ん
れ
い

の 

人
の
た
く
み
に
驚
か
む 

 

熊
日
多
良
木
販
売
セ
ン
タ
ー

(

球
磨
郡
多
良
木
町)

が
創
業
百

周
年
を
迎
え
た
。
熊
日
前
身
の

九
州
日
日
新
聞
と
販
売
契
約

し
、
人
吉
市
内
に
店
舗
を
構
え

た
の
が
一
九
〇
七(

明
治
四
十)

年
八
月
。
以
来
一
世
紀
、
県
内
で

新
聞
販
売
業
を
こ
れ
だ
け
長
期

間
続
け
て
き
た
例
は
な
い
。 

 

創
業
者
は
現
店
主
の
小
出
忠
紹
さ

ん
（
六
二)

の
祖
父
の
故
政
喜
さ
ん
。

熊
本-

三
角
間
を
結
ぶ
九
州
鉄
道
三

角
駅
に
電
信
員
で
勤
め
、
九
州
日
日

新
聞
へ
の
記
事
送
信
と
芦
北
地
区
へ

の
販
売
を
兼
務.

。
鉄
道
が
運
ん
で
き

た
新
聞
を
汽
船
で
田
浦
、
佐
敷
、
水
俣

な
ど
の
港
に
送
っ
て
い
た
。 

 

人
吉
市
五
日
町
に
九
州
日
日
新
聞

を
扱
う
「
小
出
新
聞
店
」
を
創
業
し
た

翌
年
の
一
九
〇
八
年
、
国
鉄
八
代
ー

人
吉
間(

現
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線)

が
開
通
。
迅

速
な
新
聞
配
達
が
可
能
に
な
る
の
を

見
越
し
た
開
業
だ
っ
た
。 

 

全
国
紙
と
も
相
次
ぎ
販
売
契
約
を

結
び
、
鉄
道
開
通
直
後
の
取
り
扱
い

部
数
は
四
百
三
十
二
部
だ
っ
た
。
人
吉
か

ら
先
は
鉄
道
は
な
く
、
自
動
車
も
な
い
時

代
。
郡
部
へ
は
大
八
車
に
積
み
込
ん
で
人

力
で
搬
送
し
た
と
い
う
。 

 

政
喜
さ
ん
は
人
吉
で
独
自
の
新
聞
も

発
行
。
手
記
に
「
一
党
一
派
に
遍
し
た
り
、

感
情
に
駆
ら
れ
て
の
非
難
攻
撃
は
自
ら

の
良
心
が
許
さ
ぬ
」
と
新
聞
人
と
し
て
の

心
構
え
も
つ
づ
っ
て
い
る
。 

 

一
九
四
二
年
の
熊
日
発
足
後
も
販
売

を
継
続
し
た
。 

 

現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
は
多
良
木
町
と
あ

さ
ぎ
り
町
の
一
部
を
担
当
。
毎
月
、
身
近

な
話
題
を
独
自
に
取
材
し
た
ミ
ニ
コ
ミ

誌
も
発
行
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

（
取
材
：
木
村
彰
宏
氏
） 

  

平
成
十
九
年
八
月
二
十
六
日(

日) 

  

熊
本
日
日
新
聞
よ
り
転
載 

 

追
記 

 

『
政
喜
の
手
記
に
よ
る
と
鉄
道
開
通
直

後
の
配
達
部
数
は
、
四
百
三
十
二
部
。
う

ち
九
州
日
日
が
二
百
四
十
九
部
。
毎
日
四

十
五
部
、
朝
日
四
十
三
部
、
万
朝
報
三
十

五
部
な
ど
と
あ
る
』
。 

 

現
在
の
熊
日
人
吉
販
売
セ
ン
タ
ー
は
、

二
代
目
小
出
進
の
孫
で
あ
り
、
三
代
目
小

出
進
一
郎
の
甥
に
あ
た
り
ま
す
坂
田
隆

一
が
引
き
続
い
て
い
る
。 

（人吉駅に到着した新聞を積み込んで  

     販売店へ運んだ大八車） 

 

発
行
に
あ
た
っ
て 

 

肥
薩
線
開
通
前
の
新
聞

は
、
球
磨
川
の
船
で
搬
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
列
車
に
替

わ
り
い
っ
き
に
早
く
な
り
、

陸
の
孤
島
で
は
な
く
な
り
新

し
い
時
代
が
開
幕
し
た
訳
で

す
。
新
し
い
情
報
が
都
市
と

田
舎
の
距
離
を
縮
め
た
の
で

す
。
そ
の
当
時
の
大
八
車
搬

送
を
再
現
し
、
皆
さ
ん
に
見

て
頂
き
た
い
と
企
画
し
ま
し

た
。 

鍋
屋
様
、
青
柳
様
、

渋
谷
敦
様
、
立
山
商
店
様
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

小
出
忠
紹 

 

 

附
記 

 

「
肥
薩
線
鉄
道
開
通
の
歌
」
と
「
人
吉
町
の
歌
」
は
鉄
道
開
通
記
念
に  
 

 

祖
父 

小
出
政
喜
が
新
聞
社
に
依
頼
し
て
作
っ
て
戴
い
た
も
の
で
す
。 

 

小
出
政
喜
の
手
記
よ
り 

 

汽
車
開
通
を
機
会
に
人
吉
に
は
種
々

の
行
事
が
あ
っ
た
。
二
月
二
十
五
日
に

は
実
業
ク
ラ
ブ
の
発
会
、
三
月
二
十
日

に
は
青
年
会
の
発
会
式
、
十
月
十
六
日

は
、
東
京
大
相
撲
で
常
陸
山
、
梅
の
谷

の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
全
郡
を
熱
狂
さ

せ
、
十
二
月
に
は
本
願
寺
別
院
の
開
院

式
が
あ
る
等
、
通
信
材
料
は
豊
富
で

あ
っ
た
。 

 

人
吉
❘
八
代
間
の
汽
車
開
通
は
六
月

一
日
で
そ
の
前
の
五
月
三
十
一
日
は
落

成
式
、
翌
一
日
が
開
通
式
で
、
球
磨
全

部
の
有
志
は
そ
の
式
に
招
待
さ
れ
た

が
、
服
装
は
紋
付
き
羽
織
り
か
、
フ

ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
で
無
い
と
礼
を
欠
ぐ
と

誰
が
言
ひ
出
し
た
も
の
か
専
ら
の
話

で
、
そ
の
為
フ
ロ
ッ
ク
の
洋
服
注
文
が

殺
到
し
、
高
橋
洋
服
店
は
夜
業
々
々
で

悲
鳴
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
は
、
フ
ロ
ッ
ク
が
大
流
行
に
な
っ

た
。
開
通
祝
賀
会
の
折
り
詰
め
に
バ
ナ

ナ
が
入
っ
て
居
た
が
、
バ
ナ
ナ
と
言
う

の
は
初
も
の
で
、
皮
を
む
い
て
食
べ
る

の
が
わ
か
ら
ず
輪
切
り
に
し
て
食
べ
た

の
が
多
数
で
あ
っ
た
。 

 

六
月
一
日
の
新
聞
は
… 

 

相
良
氏
三
十
五
代
六
七
〇
年
の
居
城

に
て
、
橘
南
渓
が
鹿
児
島
・
津
軽
と
併

せ
て
日
本
三
名
城
と
称
賛
し
た
る
も

の
、
球
磨
川
の
流
れ
あ
い
を
た
た
え
た

る
と
こ
ろ
石
垣
高
く
峠
ち
、
老
木
参

差
、
雄
鹿
あ
わ
せ
得
て
風
景
甚
だ
愛
す

べ
し
と
し
て
、
肥
後
人
吉
城
跡
の
写
真

を
大
き
く
入
れ
、
渋
川
玄
耳
氏
作
の
鉄

道
開
通
及
び
、
人
吉
町
の
駅
が
掲
載
さ

れ
た
。 

 

汽
車
開
通
前
は
球
磨
川
の
川
舟
数

は
、
八
代
郡
五
百
隻
、
芦
北
郡
百
隻
、

球
磨
郡
八
十
隻
あ
っ
て
、
毎
日
三
十
隻

平
均
出
て
い
た
の
が
汽
車
開
通
し
た
ば

か
り
に
同
月
十
日
に
は
舟
数
二
十
隻
に

減
じ
た
。 

人
吉
の
ホ
テ
ル
Ｎ
屋
さ
ん
の
宿
泊
客
「
芳
名
録.

は
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
も
与
謝
野
晶
子
や
山

本
五
十
六
や
海
老
原
喜
之
助
や
、
中
に
は
湯
の
宿

の
焼
酎
に
酔
っ
て
か
い
た
戯
画
や
俳
句
な
ど
も

あ
っ
て
、
拝
見
し
な
が
ら
楽
し
い
こ
と
こ
の
上
な

い
、
中
に
、
大
正
二(

一
九
一
三)

年
一
月
に
泊

ま
っ
た
ド
イ
ツ
帝
国
鉄
道
院
勅
任
官
雇
オ
ッ
ト
ー

ウ
イ
ト
フ
エ
ル
ト
夫
妻
ら
四
人
は
「
真
冬
に
球
磨

川
の
急
流
を
下
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に
、
こ
の
川
下
り
が
四
季
を
通
じ
て
可
能

で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
し
て
連
署
す
る
」
と
記
帳

し
て
い
る
。 

こ
れ
は
「
冬
の
球
磨
川
下
り
」
の
第
一
号
と
し

て
記
録
に
値
す
る
も
の
だ
が
、
よ
も
や
単
な
る
観

光
客
だ
っ
た
は
ず
も
な
く
、
四
年
前
に
開
通
し
た

肥
薩
線(

当
時
は
鹿
児
島
本
線)

の
ル
ー
プ
線
や
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
や
長
大
な
矢
岳
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、

特
殊
な
山
岳
鉄
道
の
工
事
の
視
察
に
来
た
人
々
だ

と
、
私
は
長
い
間
独
り
で
決
め
込
ん
で
い
た
。 

と
こ
ろ
が
最
近
、
横
浜
の
Ｍ
さ
ん
と
人
吉
の
Ｆ

さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
て
「
山
登
り
専
用
機
関
車
と

関
係
が
あ
る
」
と
言
い
出
し
た
。
お
二
人
に
よ
る

と
「
ド
イ
ツ
マ
フ
ァ
イ
社
製
四
一
〇
〇
型
機
関
車

が
輸
入
さ
れ
て
千
分
の
三
十
を
超
す
急
勾
配
の
奥

羽
本
線
庭
坂
ー
米
沢
間
を
走
り
、
そ
の
改
良
四
一

一
〇
型
が
人
吉
ー
吉
松
間
に
配
備
さ
れ
た
。
当
時

ア
メ
リ
カ
製
機
関
車
が
主
力
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
ド
イ
ツ
製
機
関
車
が
殴
り
込
み
を
か
け
て
き

た
訳
で
「
冬
の
球
磨
川
下
り
」
を
し
た
ド
イ
ツ
人

た
ち
は
、
多
分
そ
の
殴
り
込
み
の
技
術
者
一
行

だ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
る

ほ
ど
勇
敢
だ
っ
た
訳
だ
。 

郷
土
史
に
限
ら
ず
、
個
人
の
力
は
知
れ
た
も
の

で
、
多
く
の
知
恵
と
力
を
結
集
す
れ
ば
何
倍
も
の

収
穫
が
上
が
る
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
、
そ
れ
に

し
て
も
徳
川
の
中
期
、
米
沢
の
殿
様
上
杉
治
憲
と

人
吉
の
殿
様
相
良
晃
長
は
日
向
高
鍋
出
身
の
兄
弟

で
、
と
も
に
ド
イ
ツ
製
機
関
車
の
カ
を
借
り
ね
ば

な
ら
ぬ
山
深
い
藩
に
そ
ろ
っ
て
養
子
に
出
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。 

熊
本
日
日
新
聞 

一
九
九
七
年
五
月
十
五
日
夕
刊
か
ら
転
載 

発
行
に
あ
た
り
、
鍋
屋
さ
ん
で
拝
見
さ
せ
て
頂

き
、
渋
谷
敦
先
生
に
掲
載
許
可
を
頂
き
ま
し
た
。 

☆
き
ょ
う
の
発
言=

芳
名
録 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

渋
谷
敦
、
郷
土
史
家) 


